
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

大江匡衡 粟田障子十五連作

木戸, 裕子
九州大学大学院博士課程

https://doi.org/10.15017/10381

出版情報：文獻探究. 29, pp.44-54, 1992-03-31. 文献探究の会
バージョン：
権利関係：



大
江
匡
衡

粟
田
障
子
十
五
連
作

木
戸
裕
子

(承
前
)

本
稿
は
前
稿

(
『文
献
探
究
』
二
七
号
)
に
引
き
続
き
其
六
か
ら
其
十
五

ま
で
を
載
せ
る
。

六

過
海
浦

経
過
海
浦
水
漫
々

幽
趣
風
姻
極
目
看

璃
使
家
留
臨
古
岸

漁
夫
舟
涯
任
輕
瀾

郷
心
遠
樹
孤
雲
隔

客
路
邊
山
落
日
残

自
感
去
來
潮
有
信

不
知
早
晩
歌
踊
鞍

(
た
だ
し
其
十
三
は
現
存
せ
ず
)

海
浦
に
過
ぎ
る

海
浦
を
経
過
す
れ
ば
水
漫
々

幽
趣
風
姻
は
目
を
極
め
て
看
る

聰
使
は
家

に
留
ま
り
て
古
き
岸
に
臨
み

漁
夫
は
舟

に
涯
び

て
軽
き
瀾
に
任
す

郷
心
遠
樹
孤
雲
は
隔
て

客
路
辺
山
落
日
は
残
る

自
ら
感
ず
去
来
た
る
潮
に
信
有
り
と

一

知
ら
ず
早
晩
帰
鞍
を
歌
む
る
を

(
校

異

》

①

目

-

日

(
賀

)

②

看

ー
者

(
内

A
)

③

賄

1

躬

(
松

・
内

B

)

躬

(
傍

注

〉

聰

乎

(
内

A

)

④

古

ー
右

(
松

)

⑤
舟

涯

ー

○

滝

(
内

A

)

⑥

樹

ー
村

(
内

B

)

村

ミ
セ
ケ
チ

樹

(
内

A

)

⑦

歌

ー
影

(祐

・
山

・
賀

・

神

・
天

)

(
押
韻
》
寒
韻

《語
釈
》

一

幽
趣

奥
深
い
趣
の
あ
る
景
色
。

「
常
云
遇
清
景

必
約
同
幽
趣
」

(秋
日
懐
杓
直

『
白
氏
文
集
』
巻
七
)

一

風
姻

霞
、
も
や
。
ま
た
そ
れ
ら
を
伴
う
景
観
。

「閑
吟
聲
未
已

幽
翫

心
難
足

管
領
好
風
姻

輕
欺
凡
草
木
」

(題
小
橋
前
新
竹
招
客

『
白
氏
文
集
』

巻
八
)
た
だ
し
、
本
詩
の
場
合
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
須
磨
の
景
物
を
詠
じ

た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

「
風
姻
」
は
日
本
で
言
う

「
け
む
り
」
を
意
味
し
、

須
磨
の
浦
で
の
藻
塩
を
焼
く
煙
を
表
し
た
も
の
か
。
た
だ
し
、
当
時
の
日
本

漢
詩
に
お
い
て
も

「風
煙
」
を

「
け
む
り
」
の
意
に
用
い
た
も
の
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。

二

極
目

見
渡
す
限
り
。

「平
原
遠
而
極
目
今

蔽
荊
山
之
高
琴
」

(王
仲

宣

「
登
楼
賦
」
)

四

嗣
使

聰
問
の
使
い
。
招
聰
す
る
た
め
の
使
者
。

「
故
今
因
聰
使
、
便
命

迎
之
」

(
『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
四
光
仁
天
皇
寳
継
七
年
四
月
十
五
日
、
前

入
唐
大
使
藤
原
河
清

へ
の
天
皇
の
書
)

贔
燭
〔
ヘ
イ

迎
人
也
〕
聰
也
」

(
『
黒

川
本
伊
呂
波
字
類
抄
』
)

五

軽
瀾

細
か
い
波
、
さ
ざ
波
。

六

郷
心

故
郷
を
思
う
心
。

「
貧
泥
客
路
粘
難
出

愁
鎖
郷
心
製
不
開
」

(酔

別
程
秀
才

『白
氏
文
集
』
巻
六
四
)

七

客
路

旅
路

五
、
六
句
は

『文
華
秀
麗
集
』
巨
勢
識
人

「
敬
和
左
神
策
大
将
軍

春
日
閑
院
饒
美
州
藤
大
守
甲
州
藤
判
官
之
作
」
に
よ
る
。

郷
心
遠
樹
孤
雲
跡

客
路
邊
山
片
月
寒
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八

去
来

行
く
こ
と
と
帰
る
こ
と
。
去
来

ユ
キ

・
タ
ル

(
『観
智
院
本
類

聚
名
義
抄
』
)

「
風
雨
瀟
蒲

石
頭
城
下
木
蘭
榛

煙
月
這
這

金
陵
渡
口
薫

潮
」

(韓
偲

「
金
陵
」
)

本
句
は
崔
燗

「
登
潤
州

芙
蓉
楼
」
に
拠
る
か
。

往
来
潮
有
信

朝
暮
事
成
非

(
通
釈
》

海
辺
を
通
り
過
ぎ
れ
ば
大
海
は
水
を
満
々
と
た
た
え
て
い
る

趣
深
い
水
辺
の
風
景
は
目
の
届

く
限
り
の
彼
方
ま
で
眺
め
渡
さ
れ
る

都
か
ら
の
使
者
は
家
屋
の
中
に
居
て
、
故
事
来
歴
を
秘
め
た
岸

に
臨
み

漁
夫
は
舟

に
乗
り
、
波

の
ま
に
ま
に
漁
を
し
て
い
る
。

故
郷
を
思
え
ば
遠
い
樹
に
か
か

る

一
片
の
雲
が
此
の
地
と
彼
の
地
を
隔
て

旅
路
の
辺
地
の
山
に
は
落
日
の
残
照
が
輝
く
。

こ
う
し
て
い
る
と
自
か
ら
感
得

で
き
る
、
潮

の
干
満
に
誠
が
あ
る
よ
う
に

私
も
ま
た
行
け
ば
必
ず
戻
れ
る
の
だ
と

し
か
し
い

つ
に
な

っ
た
ら
帰
郷

す
る
た
め
安
ん
じ
て
馬
上
に
身
を
休
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

《参
考
》

『
恵
慶
集
』

一
九
〇

一
三
四

=

二
五

す
ま
の
う
ら
に
た
び
人
ゆ
く

ま
ち
ど
を
に
宮
こ
の
人
は
思
ふ
ら
む
す
ま
の
は
ま
べ
は
す
ぎ
う
か
り
け
り

障
子
の
ゑ
に
す
ま
の
う
ら
の
か
た
か
き
、
神
の
社
に
ふ
ね
よ
り
ゆ
く
人

の
浪
の
か

、
り
け
れ
ば
た
よ
せ
に
ふ
し
を
が
み
て
み
て
ぐ
ら
た
て
ま

つ

る
を

た
よ
せ
と
は
お
も
は
ざ
ら
な
ん
わ
だ

つ
み
の
な
み
の
こ
、
ろ
を
か
み
も
し

る
ら
ん

又
し
ら
な
み
に
い
ろ
ひ
て
ま
が
ふ
み
て
ぐ
ら
も
た
か
せ
に
う
け
よ
し
ま
ぬ
し

の
神

恵
慶
の

一
九
〇
番
歌
は
匡
衡
詩

の

一
、
二
句
や
七
、
八
句
と
共
通
し
た
情
景

を
詠
ん
で
お
り
、
し
た
が

っ
て
本
詩
は
須
磨
の
浦
の
景
色
を
詠
じ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

須
磨
は
古
来
歌
枕
と
し
て
著
名
な
地

で
あ
る
。
匡
衡
の
詩
第
三
句
に
い
う

「
古

岸
」
も
そ
れ
を
踏
ま
え
た
措
辞

で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、

『
恵
慶
集
』

=
二
四
番
、

=
二
五
番

の
二
首
は
匡
衡

の
詩
の
描
く

と
こ
ろ
と
共
通
点
が
少
な
い
。
あ
る
い
は
、
後
に
詠
ま
れ
る
住
吉
と
の
関
連
で

須
磨
の
浦
を
通

っ
て
住
吉
詣
を
す
る
場
面
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

七

だ
河
到
古
橋
邊

河
橋
已
壊
蕎
名
傅

雨
岸
寂
審
歳
月
遷

欄
恨
晴
虹
藏
不
見

浪
花
空
混
水
中
姻

河
に
溜
び
て
古
き
橋
の
辺
り
に
到
る

河
橋
已
に
壌
れ
て
旧
き
名
伝
ふ

両
岸
寂
審
と
し
て
歳
月
遷
る

凋
恨
す
晴
虹
の
蔵
れ
て
見
え
ざ
る
を

浪
の
花
空
し
く
混
ず
水
中
の
煙

(
校

異

》

①

橋

ー
道

(
底

本

他
本

・;

リ
改
ム

)

②

晴

虹

ー
虹

晴

(
祐

・
8

ナ

シ

(
山

)

《押
韻
》
仙
韻

(結
句

「
姻
」
は
先
韻
だ
が
同
用
〉

○
○
×
×
×
○
◎

×
×
×
○
×
×
◎

○
×
○
○
○
×
×

○
○
○

×
×
○
◎

(語
釈
》

一

旧
名

昔
か
ら
の
名
声
。
こ
こ
で
は
本
詩
に
詠
じ
ら
れ
た
長
柄
橋
が
歌
枕

と
し
て
古
来
有
名

で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

(
↑
参
考
)

二

凋
恨

嘆
き
悲
し
む
。

「凋
帳
春
帰
留
不
得

紫
藤
花
下
漸
黄
昏
」

(
三

一45一



月
三
十
日
題
慈
恩
寺

『
白
氏
文
集
』

巻
三
)

三

晴
虹

橋
を
虹
に
見
立
て
た
表

現
。
中
国
の
漢
詩
で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
が
、
こ
の
時
代
の
和
歌

に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、

「
晴
虹
」
は

一
般
に
は
灯

の
意
で
用
い
ら
れ
、
虹
そ
の
も
の
と
す
る
も
の
は

少
な
い
。

「
晴
虹
橋
影
出

秋
贋
櫓
聲
來
」

(
河
亭
晴
望

『白
氏
文
集
』
巻
五
四
)
白
詩

の
用
例
は
虹
を

「
橋
影
」
と
見
た
も
の
。
「
月
籠
秋
贋
千
行
陣

風
破
晴
虹

一

道
橋
」

(戸
部
尚
書

「高
天
澄
遠
色
」

『
類
聚
句
題
抄
』
)

一
句
全
体
は

『
礼
記
』
月
令

「
孟
冬
月
ー
申
略
ー
虹
蔵
不
見
」
に
拠
る
。

四

浪
花

波
し
ぶ
き
。

《
通
釈
》

河

に
か
か
る
橋
は
既
に
壊
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
名
の
み
が
伝
わ

っ
て
い
る
。

舟
上
か
ら
見
る
両
岸
は
人
気
も
な
く
歳
月
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

誠
に
残
念
な
こ
と
だ
、
有
名
な
長
柄
橋
が
な
く
な

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
は
。

波
し
ぶ
き
だ
け
が
い
た
ず
ら
に
水
面

の
も
や
と
混
ざ

っ
て
い
る
。

《
参
考
》

『
恵
慶
集
』

贈
九

一

な
が
ら
の
は
し
を
ふ
ね
ゆ
く

は
る
の
ひ
の

(前
田
本
な

つ
の
ひ
の
)
な
か
ら
の
う
ら
に
ふ
ね
と
め
て
い

つ
れ
か
は
し
と

、
へ
と
こ
た

へ
ぬ

恵
慶
の
詞
書
も
匡
衡
の
詩
題
も
河

に
浮
か
ん
だ
舟
の
上
か
ら
橋
の
痕
跡
を
眺

め
る
情
景
を
い
う
。
名
所
は
恵
慶
集

に
よ
り
摂
津
国
の
長
柄
橋
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
長
柄
橋
は
橋
柱

の
み
を
残

す
壊
れ
た
橋
と
し
て
有
名
で
あ

っ
た
。
屏

風
和
歌
に
も
比
較
的
多
く
詠
ま
れ
、
匡
衡
よ
り
も

一
世
代
前
の
忠
見
や
信
明
、

能
宣
な
ど
も
長
柄
橋
を
屏
風
和
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
匡
衡
の
詩
で
も
歌
枕
と
し

て
の
長
柄
橋

の
伝
統
的
な
姿
を
詠
じ
て
い
る
が
虹
ー
橋

の
見
立

て
な
ど
和
歌
に

は
見
ら
れ
な
い
修
辞
を
用

い
て
い
る
。

八

海
濱
神
祠

海
濱
祠
宇
枕
姻
波

松
岸
蔵
洲
古
意
多

日
暮
人
踊
風
定
後

遙
聴
沙
月
唱
漁
歌

(
校
異
》
特

ニ
ナ
シ

海
浜
の
神
祠

海
浜
あ
祠
宇
煙
波
に
枕
る

松

の
岸
芦
の
洲

に
古
意
多
し

日
暮
れ
て
人
帰
り
風
定
ま
り
て
後

遥
か
に
聴
く
沙
月
に
漁
歌
を
唱

へ
る
を

《
押
韻
》
歌
韻

(
初
句

「
波
」
は
父
韻
だ
が
同
用
)

x
O
O
×
×
○
◎

○
×
○
○

×
x
◎

×
×
○
○
○

×
×

○
○
○

×
×
○
◎

(
語
釈
》

一

祠
宇

や
し
ろ
、
ほ
こ
ら
。

「精
霊
遊
此
地

祠
宇
日
光
輝
」

(
宋
之
問

「
桂
州
黄
潭
舜
祠
」
)

二

枕

ヨ
ル

(
『
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
)

三

姻
波

も
や
の
か
か

っ
た
水
面
。

「
廻
頭
望
南
浦

亦
在
姻
波
浦
」

(
南

賓
郡
斎
即
事
寄
楊
萬
州

『白
氏
文
集
』
巻

=

)

四

古
意

昔
な
が
ら
の
趣
。
ま
た
懐
旧
の
情
。

「
從
來
多
古
意

臨
眺
獅
跡

躇
」

(杜
甫

「登
州
城
槙
」
)

(
通
釈
》

海
辺
の
社
は
霞
み
わ
た
る
水
面
を
背
に
立
ち

岸

の
松
原
も
葦
の
生
え
た
洲
も
古
の
趣
を
伝
え
る
。

日
は
暮
れ
て
参
詣

の
人
も
帰

り
風
も
凪

い
だ
後
は

遥
か
遠
く
か
ら
砂
浜
を
照
ら
す
月
の
下
漁
師
の
歌
う
歌
が
聞

こ
え
て
来
る
。
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《
参
考
》

藤
原
為
時

海
濱
神
祠

(
『
本
朝
麗
藻
』
所
収
)

晴
沙
岸
上
暮
江
千

欝
々
林
薙
陰
社
壇

慮
是
神
心
嫌
苦
熱

浪
聲
松
響
夏
中
寒

『恵
慶
集
』

一
九
二

す
み
よ
し
に
あ
ま
の
い

へ
あ
り

か
せ
ふ
か
ぬ
な

つ
の
ひ
な
れ
と
す
み
の
え
の
ま

つ
の
こ
す
ゑ
は
な
み
そ

た
ち
け
る

為
時
詩

の
題
注
に
よ
れ
ば
本
詩
は
住
吉
祠
、
す
な
わ
ち
住
吉
神
社
を
詠
じ
た

も
の
で
あ
る
。
匡
衡
詩
と
為
時
詩

に
は
共
通
す
る
描
写
が
見
受
け
ら
れ
る
。
波

の
打
ち
寄
せ
る
松
原
、
夕
暮
れ
の
砂
浜
な
ど
は
、
住
吉
を
詠
ん
だ
和
歌
に
も
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
匡
衡
詩
と
恵
慶
の
和
歌
と
の
間
に
も
、
風

の
止
ん

だ
松
原
と
海
と
い
う
共
通
の
景
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
は
歌
枕

と
し
て
の
住
吉
の
詠
み
方
に
則

っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

九

嵯
峨
野
秋
望

嵯
峨
野
秋
望

何
威
秋
情
不
可
涯

何
れ
の
処
に
か
秋
の
情
涯
る
べ
か
ら
ざ
る

嵯
峨
暖
野

一
作
野
膿

近
京
華

嵯
峨
の
暖
野
は
京
華
に
近
し

影
疎
堤
畔
瀟
條
柳

香
飢
棄
間
燗
爆
花

遙
漢
風
高
聞
雁
櫓

遠
村
雲
断
見
人
家

興
除
軒
騎
忘
婦
路

不
奈
山
西
日
已
斜

影
は
疎
し
堤
の
畔
に
蒲
条
た
る
柳

香
は
乱
る
藁
の
間
に
煉
漫
た
る
花

遥
漢
に
風
高
く
雁
櫓
を
聞
き

遠
村
の
雲
断
た
れ
人
家
を
見
る

興
余
り
て
軒
騎
踊
路
を
忘
る

奈
と
も
せ
ず
山
の
西
に
日
已
に
斜
め
な
り

《
校

異

》

①

暖

野

ー
野

暖

(
内

A

B

・
松

・
天

・
山

・
祐

・
神

・
賀

)

②

慢

～

漫

(
内

A

B

・
松

)

③

褻

ー
叢

(
山

・
賀

)

④
菓
間
ー
桑

開

ミ
セ
ケ
チ

叢
間

(内
A
)
桑

開

(内
B
)

⑤
漢
ー
漁

ミ
セ
ケ
チ
漢

(内
A
)
漁

(内
B
)

⑥
村
ー
樹

(底
本

他
本
・;

リ

改
ム

)
林

(天
)

⑦
見
ー
旦

(天

・
山

・
祐

・
神

・
賀
)

⑧
忘
踊
路

も
靖

i
。
路

(
内
A
)
忘
婦
ー
ナ
シ

(内
B
)

《
押
韻
》
麻
韻

○

×
○
○

×
○

○
○

×
×
×
○
◎

×
○
○
×
○
○

×

○

×
○
○

×
×
◎

○
×
○
○
○

×
×

×
○
○
×
x
O
◎

○
○
○
×
×
○
×

似

×
○
○

×
×
◎

(
語
釈
》

一

何
威

「
何
威
」

で
始
ま
る
詩
は
白
居
易
の
作

に
多
い
。

「
何
慮
風
光
最

可
憐
妓
堂

階
下
瑚
壷
前
」

(宴
周
皓
大
夫
光
福
宅

『
白
氏
文
集
』
巻

一
四
)

「
何
威
春
深
好
」

(和
春
深
二
十
首

『
白
氏
文
集
』
巻
五
六
)

二

暖
野

広
々
と
し
た
野
。
暖

(野
)
ア
ラ
ノ
ラ

(
『
観
智
院
本
類
聚
名
義

抄
』
)

三

京
華

繁
華
な
都
。

「
緑
綜
文
布
素
脛

珍
重
京
華
手
自
封
」

(
「
元

九
以
緑
糸
布
白
軽

見
寄
製
成
衣
服
以
詩
報
知
」

『
白
氏
文
集
』
巻

一
七
)

四

瀟
條

草
木

の
枯
れ
萎
れ
る
さ
ま
。

五

燗
慢

花

の
咲
き
乱
れ
る
さ
ま
。

「種
竹
交
加
翠

栽
桃
煽
慢
紅
」

(杜

甫

「
春
日
江
村
五
首
」
其
三
)

六

遙
漢

漢
は
天
の
川
。

「昨
夜
銀
河
畔

星
文
犯
遥
漢
」

(
陳
子
昴

「酬

李
参
軍
崇
嗣
旅
館
見
贈
」
)
こ
こ
は

「
雁
櫓
」
と
の
縁
で

「漢
」
と

い
い
、

遥
か
な
天
空
を
意
味
す
る
か
。
わ
が
上
に
露
ぞ
置
く
な
る
天

の
河
門
渡
る
舟

の
か
い
の
し
つ
く
か

(
『
古
今
集
』
雑
上
八
六
三
)

七

隔
櫓

雁
が
空
を
渡
る
と
き
の
鳴
き
声
。
船
を
漕
ぐ
櫓
の
音

に
似

て
い
る
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こ
と
か
ら
言
う
。

「晴
虹
橋
影
出

秋
贋
櫓
声
来
」

(
「
河
亭
晴
望
」

『
白
氏

文
集
』
巻
五
四
)

「遙
聴
雁
櫓
過

空
任
蛛
網
懸
」

(
「
述
懐
古
調
詩

一
百
韻
」

『
江
吏
部
集
』
巻
中
)

八

軒
騎

乗
り
物

九

山
西
日
已
斜

白
居
易

「和
春
深
」
二
十
首

(
↓
一
)
の
内
、
第

一
、
第

三
、
第
十
四
の
三
首
が
尾
聯
第
八
句

の
末
語
を

「
日
西
斜
」
と
し
、
第
九
首

が

「
日
光
斜
」
と
す
る
。
残
り

一
六
首
も
第
八
句

の
韻
字
は

「
斜
」
で
あ
る
。

《
通
釈
》

一
体
ど
こ
な
ら
ば
秋
の
風
情
が

か
ぎ
り
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
都
に
近
い
嵯
峨
野

の
広
野

で
あ
る
。

大
井
川
畔
の
柳
は
葉
も
枯
れ
落

ち
ま
ば
ら
な
影
を
映
し
、

草
む
ら
に
咲
き
誇
る
秋
の
花
々
は
酸
郁
た
る
薫
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

風
は
空
高
く
吹
き
、
遥
か
に
天
空
を
渡
る
雁
の
声
が
聞
こ
え

雲
の
切
れ
間
か
ら
遠
く
の
村
の
人
家
が
見
え
る
。

こ
の
地

の
つ
き
せ
ぬ
興
趣
に

つ
い
つ
い
帰
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

だ
が
し
か
し
も
は
や
如
何
と
も
し
が
た
い
、
夕
日
は
既
に
山

の
西
に
傾
い
て
い

る
。

《
参
考
》

藤
原
為
時

「
嵯
峨
野
秋
望
」

(
『
和
漢
兼
作
集
』
)

林
梢
雁
陣
穿
秋
霧

山
脚
人
家
帯
タ
陽

為
時
の
句
は
匡
衡
詩
の
第
五
、
六
句
に
相
当
す
る
。
両
者
は
表
現

の
方
法
こ

そ
違
う
が
、
描
か
れ
て
い
る
景
物
は
秋
空
を
渡
る
雁
の
群
れ
、
夕
日
の
沈
む
山

の
ふ
も
と
の
人
家
と
全
く
同
じ
で
あ

っ
て
、
典
型
的
な
秋
望
の
場
面
で
あ
る
。

『恵
慶
集
』

一
九
三

秋
さ
が
野
に
花
み
る
人
あ
り

は
な
み

つ
、
く
れ
な
ば
野
べ
に
や
ど
り
せ
ん
よ
の
ま
は
む
し

の
こ
ゑ

も
き
く
べ
く

恵
慶
集
の
こ
の
歌
は
匡
衡
詩

の
第
四
句
、
及
び
第
七
、
八
句
に
相
当
す
る
。

嵯
峨
野
は
平
安
京
西
の
郊
外

に
あ
り
、
天
皇
の
行
幸
が
あ

っ
た
り
、
貴
族
の
別

業
が
営
ま
れ
た
り
す
る
秋
の
名
所
と
し
て
有
名
で
あ

っ
た
。
特
に
秋

の
花
見
、

前
栽
掘
り
な
ど
が
よ
く
行
わ
れ
た
。
従

っ
て
、
先

に
前
稿

で
と
り
あ
げ
た
、
熊

本
氏
が
其
四

「
春
遊
原
上
」
に
対
応
す
る
と
言
わ
れ
る
、

『
恵
慶
集
』

=
二
七

せ
ん
ざ
い
あ
は
せ
し
た
る
と
こ
ろ

か
ち
ま
け
の
か
ず

に
は

つ
ゆ
も
を
き

つ
、
や
は
な
と
は
な
と

の
い
ろ
を

く
ら
ふ
る

は
こ
の

「嵯
峨
野
秋
望
」
に
対
応
す
る
和
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

一
〇

田
家
秋
意

田
家
の
秋
意

田
園
閑
逸
有
年
催

田
園
閑
逸
に
し
て
年
の
催
す
有
り

地
富
風
煙
税
額
堆

地
は
風
煙
に
富
み
税
額
堆
し

蔵
葉
聲
寒
随
水
動

芦
の
葉
の
声
寒
く
水
に
随

ひ
て
動
く

稲
花
景
美
與
雲
開

稲
の
花

の
景
美
し
く
雲
と
与
に
開
く

心
兼
朝
野
嘲
蹄
去

心
は
朝
野
を
兼
ね
帰
去
を
嘲
り

眼
望
秋
山
任
往
来

眼
は
秋
山
を
望
み
往
来
に
任
す

向
爲
維
舟
沙
岸
道

為
に
向
か
ふ
舟
を
維
ぐ
沙
岸
の
道

遇
時
自
得
濟
川
才

時
に
遇
ひ
て
自
ら
得
た
り
済
川

の
才

《校
異
》
①
意
ー
音

(底
本

・
神

・
賀

他
本
,;

り
改
ム

)

②

年

～

牟

ミ
セ
ケ
チ

年

(
神

)

③

兼

i

菊

(
天

)

④

朝

野

嘲

!

ナ

シ

(
天
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⑤
兼
朝
野
嘲
ー
兼

朝

(山

・
賀
)

⑥
野
嘲
ー
ナ
シ

(祐

・
神
)

⑦
嘲
ー
期

(底
本

・
内
C

内
A
B
・
松
・;

リ
テ
改
ム

)

⑧
眼
ー
服

(神
)

⑨
維

ー
准

(松
)

⑩
爲
向
ー
爲

(内
A
)
向
ナ
シ

(内
B
)

(押
韻
》
始
韻

(初
句

「催
」
第
二
句

「
堆
」
は
灰
韻
だ
が
蛤
と
同
用
)

○
○
○

×
×
○
◎

×
×
○
○

×
×
◎

○
×
○
○
○
×
×

×
○
×
X
O
O
◎

○
○
○

×
○
○
×

×
×
○
○

○
×
◎

×
×
○
○
○
×
×

×
○
×
×
X
O
◎

《
語
釈
》

一

秋
意

秋
の
趣
。

「
七
夕
秋
意

」

(
『
菅
家
文
草
』
巻
五
)

二

閑
逸

の
ど
か
な
さ
ま
。

三

年
催

年
が
催
す
。

一
般

に
老

い
る
こ
と
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は

一
年
の

実
り
が
豊
か
な
こ
と
を
言
う
か
。

「
遠
尋
故
院
被
秋
催

岸
上
排
松

戸
開
」

(
『
江
吏
部
集
』
巻
上

「
秋
日
岸

院
即
事
」
)

四

風
煙

水
分
を
含
ん
だ
も
や
。

か
す
み
や
霧
。

↓

「
過
海
浦
」

五

税
額

税
と
し
て
払
う
べ
き
額

。
こ
こ
で
は
税
と
し
て
収
め
る
作
物
の
こ

と
を
い
う
。

六

稲
花

稲
の
花
。

「
去
年
到
郡
時
変
穂
黄
離
離

今
年
去
郡
日
稲
花
白
罪

罪
」

(答
劉
萬
錫
白
太
守
行

『白

氏
文
集
』
巻
五

一
)

七

心
兼
ー

こ
の
後
半
部
分
、
頸
聯
以
降
は
画
中

の
人
物
を
描
写
す
る
。
と

同
時

に
そ
れ
を
粟
田
障
子
の
依
頼

主
で
あ
る
藤
原
道
兼

に
擬
し
、
そ
の
風
流

心
と
政
治
手
腕
と
を
た
た
え
る
。

八

帰
去

帰
る
こ
と
。
陶
淵
明

「帰
去
来
辞
」
に
い
う
、
官
を
捨
て
て
田
園

に
隠
逸
す
る
こ
と
を
指
す
。

九

済
川
才

天
子
の
政
治
を
輔
佐

す
る
才
能
。

『
書
経
』
説
命
篇
上

「若
済

巨
川
、
用
汝
作
舟
根
」
に
拠
る
。

(
通
釈
》
田
園
は
の
ど
か
で
実
り
の
秋
を
迎
え
る
。

大
地
は
潤
い
、
税
と
な
る
作
物
は
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
て
い
る
。

水
の
流
れ
に
連
れ

て
芦
の
葉
は
寒
々
と
し
た
葉
ず
れ
め
音
を
立
て

雲
が
晴
れ
る
と
と
も
に
見
渡
す
限
り
稲

の
花
は
美
し
く
開
く
。

主
人
は
朝
廷
で
の
務
め
と
私
的
な
風
雅

の
道
の
ど
ち
ら
に
も
心
を
尽
く
し

て
お
い
で
で
、
昔

「帰
ら
な
ん
い
ざ
」
と

官
を
捨
て
田
園
に
隠
遁
し
た
陶
淵
明

の
か
た
く
な
さ
を
嘲
り
、

秋
山
の
美
し

い
景
色
を
見
て
も
不
必
要
に
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

自
然

の
ま
ま

に
任
せ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え

に
船
を

つ
な
い
で
い
る
岸
辺

の
道

へ
と
歩
ま
れ
る
の
だ
。

こ
の
方
こ
そ
時
流
に
遇

っ
て
自
ら
大
河
を
渡
る
が
ご
と
き
政
治
の
才
を
お

持
ち
な

の
だ
か
ら
。

《
参
考
》
高
丘
相
如

田
家
秋
意

(
『
和
漢
朗
詠
集
』
)

蒲
索
村
風
吹
笛
処

荒
涼
隣
月
摺
衣
程

同

田
家
秋
意

(
『新
撰
朗
詠
集
』
)

牛
休
門
荻
花
寒
処

犬
吠
園
林
葉
落
声

藤
原
為
時

田
家
秋
意

(
『
和
漢
兼
作
集
』
)

三
巴
峡
月
雲
収
白

七
里
灘
波
葉
落
紅

相
如
、
為
時

の
ど
ち
ら
も
詩
全
体
の
後
半
部
と
思
わ
れ
る
。
匡
衡
の
作
が
日

中
の
風
景
を
詠
じ
て
い
る
ら
し
い
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
句
で
は
月
が
詠
ま
れ

て
お
り
、
夜
の
景
を
描

い
て
い
る
と
こ
ろ
が
問
題
だ
が
、
為
時

の
句
は
匡
衡
詩

の
第
七
、
八
句
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
れ
る
の
で
、
三
作
と
も
同
じ
障
子
絵
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に
賦
さ
れ
た
詩
と
判
定
し
得
る
。
相
如

の
作
は
牛
飼
い
の
笛
の
音
、
砧
の
音
、

村
に
飼
わ
れ
て
い
る
牛
や
犬
の
姿
な

ど
、
中
国
の
田
家
詩
と
共
通
す
る
景
物
を

描
い
て
い
る
が
、
匡
衡
の
詩
は
稲
の
そ
よ
ぐ
田
園
風
景
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
和
歌

に
描
か
れ
る
風
景
と
重

な
る
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
匡

衡

の
作
も
後
半

で
は

「
帰
去
来
辞
」
や

『書
経
』
の
記
事
な
ど
漢
籍
に
典
故
を

求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
為
時
が
、
川
沿
い
の
景
を
表
現
す
る
の
に

「
三
巴
峡
」

や

「七
里
灘
」
な
ど
の
申
国
の
名
所
を
使

っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
漢
詩

的
な
手
法

で
あ
る
。

『
恵
慶
集
』

一
九
四

一
三
八

大
井

に
い
か
た
く
た
す
紅
葉

み
る
人
あ
り

大
井
河

い
か
た
の
さ
ほ
も
さ
す
ま
な
く
に
し
き
に
み
ゆ
る
な
み
の
う

へ

哉
は
が
た
て
、
わ
ら
は
の
と
り
と
る
と
こ
ろ

思
ふ
こ
と
な
き
よ
な
る
べ
し
む

ら
ど
り
の
け
さ
は
な
く
ね
の
た
え
て
き
こ

え
ぬ

恵
慶

一
九
四
は
紅
葉
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
主
題
に
な

っ
て
お
り
田
家
を
詠

ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
熊

本
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
匡
衡
詩
の

第
七
、
八
句
、
ま
た
為
時
の
作
と
通
じ
る
の
で
同
じ
絵
に
賦
さ
れ
た
も
の
と
い

え
る
。
田
園
風
景
か
ら
次
の
紅
葉
し
た
林
の
場
面

へ
と
移
る
と
こ
ろ
を
詠
ん
だ

も

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

=
二
八
は
匡
衡

の
作
と
共
通
す
る
所
は
な
い
が
、

稲
田
で
の
景
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
井
河
を
詠
ん
だ
歌
で
田
園
風
景
を
詠

む
も
の
は
珍
し
い
。

一
一

林
下
晩
眺

趨
幽
訪
勝
意
依
々

林
下
の
晩
眺

幽
を
趨
め
勝
を
訪

へ
ば
意
依
々
た
り

晩
望
興
深
惜
落
輝

晩
望
興
深
く
落
輝
を
惜
し
む

林
下
由
來
風
月
地

林
下
は
由
来
風
月
の
地

同
遊
過
此
欲
何
脇

同
じ
く
遊
び
此
に
過
ぎ
る
何
ぞ
帰
ら
ん
と
す
る

《
校
異
》
①
趨
1
赴

(天

・
祐

・
山

・
神

・
賀
)

②
深
ー
除

ミ
セ
ケ
チ

深

(内
A
)

③
輝
ー
暉

(内
A
B

・
松
)
耀

(神
)

《押
韻
》
微
韻

×
○
×
×
×
○
◎

×
×
○
○
×
×
◎

○
×
○
○
O
x
×

○
○
○
×
×
○
◎

《
語
釈
》

一

趨

モ
ト
ム

(
『観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
』
)

二

依
々

慕
わ
し
い
気
持
ち
。

「
未
及
弾
與
酌

相
封
已
依
依
」

(対
琴
酒

『
白
氏
文
集
』
巻
六
三
)

三

落
輝

落
日
。

四

由
来

も
と
よ
り
。
元

(来
)

モ
ト
ヨ
リ

由

(来
)

同

(
『
観
智
院

本
類
聚
名
義
抄
』
)

「由
来
感
思
在
秋
天

多
被
当
時
節
物
牽
」

(
『
和
漢
朗

詠
集
』
巻
上
秋
興
)

(
通
釈
》
静
閑

の
地
を
求
め
景
勝
を
訪
ね
れ
ば
慕
わ
し
さ
が
募
る
。

夕
暮
れ
の
景
色
は
趣
深
く
日
の
沈
む
の
が
惜
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
林
は
昔
か
ら
風
流
閑
雅

の
地
で
あ
る
。

我
ら
共
に
こ
の
地
を
訪
れ
、
ど
う
し
て
早
く
も
帰
途
に
着
こ
う
と
す
る
の

か
。

(参
考
》

『
恵
慶
集
』

=
二
六

二
二
九

一
九
五

十
月
ば
か
り
に
た
ひ
ゆ
く
人
の
も
み
ち
し
た
る
木

の
も
と
に
や
と
り
た

一50一



る
を

行
す
ゑ
は
も
み
ち
の
も
と
に
や
と
と
ら
し
お
し
む

に
た
ひ
の
日
か

す

へ
ぬ
へ
し

も
み
ち
に
よ
ふ
こ
と
り
の
い
た
る
か
た
あ
り
山
み
ち
ゆ
く
人
あ
り

も
み
ち
み
て
か

へ
ら
ん
こ
と
も
お
ほ
え
ぬ
に
よ
ふ
こ
と
り
さ

へ
な

く
や
ま
ち
哉

こ
、
ゐ
の
も
り
に
も
み
ち
み
る
人
あ
り

人
の
お
や
の
思
ふ
ご
、
ろ
や
い
か
な
ら
ん
こ
、
ゐ
の
も
り
の
あ
き

の
タ
ぐ
れ

『
拾
遺
抄
』
秋

二
条
右
大
臣
の
粟
田
の
山
庄

の
障
子
の
ゑ
に
た
び
人
の
紅
葉
あ
る
所
に

や
ど
り
た
る
か
た
あ
る
所

に

恵
慶
法
師

い
ま
よ
り
は
も
み
ち
の
も
と
に
や
ど
か
ら
じ
を
し
む
に
旅
の
ひ
か
ず

へ
ぬ

べ
し

『
恵
慶
集
』

=
二
六
は
、
少
し
異

同
が
あ
る
が
同
じ
歌
で
あ
る

『
拾
遺
抄
』

秋
部

の
歌
の
詞
書
に
よ
り
確
実
に
粟

田
障
子
和
歌
で
あ
る
。
内
容
も

「
お
し
む

に
た
び
の
日
か
ず

へ
ぬ
べ
し
」
が
匡

衡
詩
の
四
句

「
何
ぞ
帰
ら
ん
と
す
る
」
に

相
当
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
五
に
関
し
て
、
熊
本
氏
は
そ
の
詞
書
に
よ
り
匡

衡
の
作
が
伊
豆
の
子
恋
の
森
を
詠
じ

た
も
の
と
さ
れ
る
。
子
恋

の
森
と
紅
葉
が

結
び
付

い
た
和
歌
は
珍
し
く
、
や
や
疑
問
も
残
る
が
、

『恵
慶
集
』
の

一
八
五

か
ら
の

一
連
の
歌
群
の
配
列
か
ら
い

っ
て
本
歌
は

「
林
下
晩
眺
」
詩
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

一
三
九
は

「
子
恋
」
↓

「
呼
子
鳥
」
と

い
う
連
想
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
和
歌
と
な
る
。

一
二

初
冬
野
猟

初
冬
の
野

猟

寒
風
猟
々
草
枯
辰

寒
き
風
猟

々
と
し

て
草
枯
る
る
辰

牽
犬
呼
鷹
起
野
塵

多
猟
豊
唯
今
日
樂

文
王
昔
遇
洞
陽
人

犬
を
牽
き
鷹
を
呼

べ
ば
野
塵
起
く

多
猟
は
豊
に
唯
今
日
の
楽
し
び
の
み
な
ら
ん
や

文
王
昔
遇

へ
り
洞
陽

の
人

(
校
異
》
①
猟
ー
蘇

ミ
セ
ケ
チ
猟

(内
A
)

猛
…
(内
B
)

②
風
ー
夙

使
書

風
乎

(山

・
賀
)

③
猟
-
猛

使
書

猟

(内
A
)

④
塵
多
ー
凄

侮
書

塵
多

(内
A
)

麦

内
B
)

(押
韻
》
真
韻

○
○
×
x
×
○
◎

O
x
O
O

×
×
◎

O
x
×
○
○
×
×

○
○
×
x
×
○
◎

《語
釈
》

一

猟
々

風
の
吹
く
音
。

「
鱗
鱗
夕
雲
起

翻

捌
暁
風
逝
」

(
鮑
照

「
還
都

道
中
作
」
)

二

文
王

周
の
始
祖
。
息
子

の
武
王
が
股
を
滅
ぼ
し
た
後
文
王
と
称
し
た
。

三

洞
陽
人

周
の
文
王
が
洞
陽

に
狩
り
を
し
た
と
き
に
出
会

っ
た
太
公
望
呂

尚

の
こ
と
。

「
六
鯛
日
、
周
文
王
ト
敗
、
史
扁
為
口
兆
目
、
所
獲
非
熊

・、
・・
。

乃
天
遣
汝
師
。
文
王
乃
齊
戒
七
日
、
敗
干
澗
濱
之
陽
。
果
卒
見
呂
望
坐
石
茅

釣
。
与
論
道
徳
。
遂
同
載
而
蹄
。
」

(
『
古
注
蒙
求
』
呂
望
非
熊
)

(
通
釈
》
寒
々
と
し
た
風
が
吹
き
す
さ
び
草
葉
も
冬
枯
れ
る
早
朝
。

猟
犬
を
引
き
出
し
鷹
狩
り
の
鷹
を
呼

べ
ば
土
埃
が
巻
き
上
が
る
。

多
く
の
獲
物
を
狩
る
の
は
た
だ
今
日

一
日
の
楽
し
み
の
た
め
で
は
な
い
。

か

つ
て
周

の
文
王
が
狩
り
に
出
て
洞
陽
の
ほ
と
り
で
太
公
望
呂
尚
と
い
う

賢
人
を
見
出
し
た
故
事
に
倣
お
う
と
い
う
の
だ
。

(参
考
》

『恵
慶
集
』

一
九
七
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冬
か
た
の
に
か
り
す
る
と
こ
ろ

あ
さ
ま
だ
き
し
も
う
ち
は
ら
ひ
か
り
に
く
る
か
た
の
、
き
じ
は
た
ち
や
し

ぬ
ら
ん

交
野
は
鷹
狩
り
で
有
名
な
歌
枕
で
あ

る
。
匡
衡
の
詩
で
は

「
寒
風
」
、
恵
慶
の

和
歌
で
は

「
霜
」
と
な

っ
て
い
る
が

、
ど
ち
ら
も
寒

い
朝
の
枯
れ
野
で
の
狩
り

の
風
景
を
描
い
て
い
る
。

一
四

題
玉
井
山
居

趨
得
山
荘
望
地
形

始
知
玉
井
在
中
庭

遙
分
混
嶺
風
流
美

暗
罵
華
林
水
氣
馨

数
鮎
苔
侵
藏
石
梵

孤
輪
月
落
見
銀
瓶

佳
人
凝
臨
巻
簾
坐

雲
樹
重
々
山
色
青

玉
井
山
居
に
題
す

山
荘
を
趨
得
て
地
形
を
望
む

始
め
て
知
り
ぬ
玉
井
の
中
庭
に
在
る
を

遥
か
に
分
く
幌
嶺
風
流
の
美

暗
に
写
す
華
林
水
気
の
馨

数
点
の
苔
侵
し
て
石
梵
を
蔵
し

孤
輪
の
月
落
ち
て
銀
瓶
を
見
す

佳
ん
購
懇
凝
ら
し
て
簾
を
巻
き
て
坐
す

雲
樹
重
々
と
し
て
山
色
青
し

《
校

異

》

①

荘

-

庄

(
内

A

B

C

・
松

・
天

.
山

.
祐

.
賀

)

②

得

-
待

(
天

・
神

)

③

数

ー

教

(
松

)

④

見

1

具

(
内

B
)

⑤

梵

ー

梵

(
神

)

⑥

凝

ー
疑

(
松

)

⑦

騰

ー

眸

(
天

)

⑧

雲

ー

ナ

シ

(
天

)

⑨

色

青

:
包

春

ミ
セ
ケ
チ

色

青

(
内

A

)

包

春

(
内

B
)

《押
韻
》
青
韻

《語
釈
》

一

玉
井

山
城
国
の
歌
枕
。
も
ち
月
の
う
つ
れ
る
ほ
と
を
み
る
人
や
い
ひ
は

し
め
け
む
た
ま
の
井
の
水

(
『
匡
衡
集
』

一
〇
)
た
だ
し
、
同
じ
粟
田
障
子

詩
で
あ
る
藤
原
為
時
の

「
題
玉
井
山
庄
」
は
題
注
に

「
和
泉
国
云
々
」
と
あ

る
。
ま
た
、
匡
衡
詩
の
第
二
句
の

「
玉
井
」
は

「
玉
の
よ
う
に
美
し
い
水
を

た
た
え
た
井
」
と
い
う
意
味
の
普
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

二

趨
得

趨

の
読
み
は

=

「
林
下
晩
眺
」
参
照
。
得
は
唐
代

の
助
字
で
意

味
は
殆
ど
な
い
。

(小
島
憲
之
氏

の
御
教
示
に
よ
る
。
)

三

幌
嶺

毘
嵜
山

の
こ
と
。
申
国
西
方
に
在
り
西
王
母
が
住
む
と
考
え
ら
れ

た
霊
山
。

四

華
林

華
林
園
。
洛
陽

に
あ
る
魏
の
宮
園
。
初
め
芳
林
園
と
い
い
後
華
林

園
と
改
め
ら
れ
た
。

「
洛
陽
図
経
日
、
華
林
園
在
城
内
東
北
隅
。
魏
明
帝
起
、

名
芳
林
園
、
斉
王
改
為
華
林
」

(
『文
選
』
巻
二
十
応
吉
甫

「
晋
武
帝
華
林

園
集
詩

一
首
」
李
善
注
)

五

石
梵

石
だ
た
み
。

「
石
梵
冷
蒼
苔

寒
泉
堪
孤
月
」

(
李
白

「
桓
公
井
」

六

銀
瓶

銀
製
の
つ
る
べ
。

「
井
底
引
銀
瓶

銀
瓶
欲
上
糸
縄
絶
」

(新
楽

府
四
〇
井
底
引
銀
瓶

『白
氏
文
集
』
巻
四
)

七

凝
騰

注
視
す
る
。
凝
聯

ギ

ョ
ウ
テ
イ

(
『黒
川
本

・
前
田
本
伊
呂
波

字
類
抄
』
)
「
含
情
凝
脱
謝
君
主

一
別
音
容
両
砂
箔
」

(長
恨
歌

『
白
氏
文

集
』
巻

一
二
)

八

雲
樹

雲
が
か
か

っ
た
樹
木
。

「
萬
重
雲
樹
山
頭
翠

百
尺
花
槙
江
畔
開
」

(花
槙
望
雪
命
宴
賦
詩

『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
)

(
通
釈
》
山
荘
を
訪
ね
て
こ
の
場
所
の
地
形
を
眺
め
れ
ば

今
気
付
い
た
、
玉
の
よ
う
に
清
ら
か
な
井
戸
が
中
庭
に
沸
き
出
し
て
い
る

一52一



こ
と
に
。

こ
の
地
は
西
王
母
の
住
む
と
い
う
遥
か
彼
方
の
霊
山
幌
輪
山
の
風
流
な
美

し
さ
を
思
わ
せ
、

又
、
魏
の
名
園
華
林
園
の
山
水

の
景
を
写
し
て
い
る
。

井
戸

の
周
り
に
は
い
く
ば
く
か

の
苔
が
生
え
石
畳
を
被
い
、

水
面

に

一
片
の
月
が
影
を
落
と

し
て
い
る
の
は
銀
の

つ
る
べ
が
浮
か
ん
で

い
る
か
の
よ
う
だ
。

山
荘
の
う
ち
で
は
美
女
が
簾
を
巻
き
上
げ

一
点
を
じ

っ
と
見

つ
め
座

っ
て

い
る
。

雲
を
込
め
た
樹
々
が
重
な
り
合

い
、
山
々
は
青
く
霞
ん
で
い
る
。

《
参
考
》
藤
原
為
時

題
玉
井
山
庄

〈
在
和
泉
国
云
々
〉

玉
井
佳
名
被
世
称

松
榴
半
接
碧
巌
稜

山
雲
続
舎
応
嚢
帳

澗
月
臨
窓
欲
代
灯

梅
発
寒
花
朝
見
雪

水
収
幽
響
夜
知
氷

池
辺
何
物
相
尋
到

雁
作
来
賓
鶴
作
朋

為
時
詩
の
第

一
句
に

「佳
名
世

に
称
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
匡
衡
詩
に

「
始
め

て
玉
の
井

の
中
庭

に
あ
る
を
知
る
」
と
あ
る
ご
と
く
、
玉
の
井
は
清
水
の
涌
く

所
と
し
て
名
高
い
。
匡
衡
と
為
時
は
、
雲
の
こ
め
た
山
や
水

に
映
る
月
な
ど
ほ

ぼ
同
じ
山
里
の
閑
寂
な
情
景
を
描
写
し
て
い
る
。
二

つ
の
作
の
違
い
は
そ
れ
ぞ

れ
の
尾
聯
に
見
ら
れ
る
。
匡
衡
は

「
美
人
脱
を
凝
ら
し
簾
を
巻
き
て
座
す
」
と

山
里
に
寂
し
く
暮
ら
す
女
性
が
物
思

い
に
ふ
け
る
姿
を
描
く
。
な
る
ほ
ど
も
の

思
う
美
女
は
、
中
国
の
閨
怨
詩
で
も

お
な
じ
み
の
題
材
だ
が
、
そ
れ
を
山
居
と

結
び
付
け
た
も

の
は
殆
ど
見
受
け
ら

れ
な
い
。
そ
れ
を
敢
え
て
漢
詩
に
表
現
し
、

中
国
本
来
の
漢
詩
と
違
う
も
の
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
為
時

の
作
と
比
べ
た
と
き
に
い

っ
そ
う
は

っ
き
り
す
る
。
為
時
の
尾
聯

に
お
い
て
は
、
女
性
の
姿
は
な
く
、
池
の
ほ
と
り
に
雁
と
鶴
が
飛
び
来

っ
て
い

る
景
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
中
国
的
な
山
居
詩

に
倣

っ
た
も
の
で

あ
る
。
特
に
鶴
は
神
仙
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
鳥
で
あ
り
、
為
時

の
詩
を
読
む

限
り
で
は
こ
の
画
面
は
山
居
隠
遁
図
と
い
う
印
象
が
強
い
。
匡
衡
も
第
三
、
四

句
で
は

「
嶋
嶺
」
や

「華
林
」
な
ど
中
国
の
地
名
を
用
い
て
お
り
、
特
に
幌
嶺

は
神
仙
の
住
む
場
所
で
も
あ
り
、
中
国
の
山
居
詩
風
の
効
果
も
ね
ら

っ
て
い
る
。

と
同
時
に
大
和
絵

の
画
面
を
生
か
し
た
作
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
五

歳
暮
旅
行

水
宿
山
行
轟
旅
身

窮
陰
惨
憺
自
経
旬

雪
深
錐
指
前
程
遠

唯
喜
中
途
欲
遇
春

(
校
異
》
特
ニ
ナ
シ

歳
暮

の
旅
行

水
宿
山
行
鵜
旅
す
る
身

窮
陰
惨
憺
と
し
て
自
ら
旬
を
経
た
り

雪
深
く
前
程
遠
き
を
指
す
と
雌
も

唯
喜
ぶ
中
途
に
春
に
遇
は
ん
と
す
る
を

(
押
韻
》
諒
韻

(初
句

「
身
」
は
真
韻
だ
が
同
用
)

×
×
○
○
○
×
◎

○
○

×
×
×
○
◎

×
○
○
×
○
○

×

○

×
○
○
×
×
◎

(
語
釈
》

一

水
宿

水
辺
に
宿
る
こ
と
。

「
一
官
萬
里
向
千
漢

水
宿
山
行
魚
浦
西
」

(
李
嘉
祐

「
送
従
弟
永
任
饒
州
録
事
参
軍
」
)

二

山
行

山
道
を
行
く
。

「
遡
漢
終
水
渉

登
嶺
始
山
行
」

(謝
霊
運

「初

去
郡
」
)

三

覇
旅

旅
行
。
故
郷
を
離
れ
遠
国

に
身
を
寄
せ
る
こ
と
。

「
矧
胴
無
終
極

憂
思
壮
難
任
」

(王
仲
宣

「
七
哀
詩
」
其
二
)

四

窮
陰

冬
の
末
。
十
二
月
。
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五

惨
憺

物
寂
し
い
さ
ま
。

第
二
句
は

『白
氏
文
集
』
巻
六
十
二

「歳
暮
」
に
拠
る
。

惨
澹
歳
云
暮

窮
陰
動
経

旬

六

前
程
遠

行
く
先
が
遠

い
。
大
江
朝
綱

「夏
夜
於
鴻
腔
館
饒
北
客
序
」
に

拠
る
か
。

前
途
程
遠

馳
思
於
雁
山
之
暮
雲

《
通
釈
》

水
辺
に
宿
り
山
道
を
行
く
、
遠

国

へ
赴
任
す
る
こ
の
身
。

陰
気
の
窮
ま

っ
た
十
二
月
の
空
は
物
寂
し
く
、
い

つ
の
ま

に
か
十
日
が
過

ぎ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
道
は
雪
が
深
く
積
も
り
、
行
く
手
は
遥
か
だ
が

た
だ
た
だ
嬉
し
く
思
う
、
こ
の
道
の
途
中
で
必
ず
や
春
の
恵
み
に
会
う
で

あ
ろ
う
こ
と
を
。

《
参
考
》

『
恵
慶
集
』
に
は
本
詩
に
対
応
す

る
和
歌
が
な
く
、
何
の
名
所
を
描
い
た
絵

に
賦
し
た
詩
か
は
は

っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、

「覇
旅
」
の
語
を
含
む

「
覇

旅
之
臣
」
な
る
成
語
が
あ
り
、

「
祖
国
を
離
れ
他
国

の
客
分
と
し
て
仕
え
る
臣
」

と
い
う
意
味
な
の
で
、
本
詩
は
、
あ

る
い
は
、
国
司
と
し
て
赴
任
す
る
人
が
雪

の
中
を
旅
す
る
画
面
に
賦
し
た
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

最
後
の

「申
途
春
に
遇
は
ん
と
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
匡
衡
自
身

の
栄
達
願

望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
名
所
絵
で
あ
る
と
共
に
四
季
絵
で
も
あ
る
粟
田
障
子
絵

に
賦
し
た
十

五
連
作

の
最
後
に
あ
た

っ
て
春

へ
の
期
待
を
述

べ
る
こ
と
は
、

『
古
今
集
』
四

季
部

の
配
列
に
見
え
る
季
節
の
連
環
を
意
識
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

付
記

前
稿
の
解
説
文
及
び
そ
の
注
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

(誤
〉

九
頁
下
段
二
十
二
行
目

(兼
家
力
)

(正
)

ク

(道
兼
力
)

(
誤
)

注
1

「
粟
田
障
子
詩
絵
と
和
歌
と
漢
詩
」

(正
)

注
1

「恵
慶
集
と
江
吏
部
集
ー
粟
田
山
庄
障
子
絵
と
和
歌

と
漢
詩
ー
」

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
粟
田
障
子
詩
其
三

「
橋
上
歌
馬
」
の
書
き
下
し
に

つ
い
て
、

「幾
」
は
平
安
時
代
の
読
み
で
あ
れ
ば

「
ほ
と
ほ
と
」
と
す
る
の
が

適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
を
小
島
憲
之
先
生
か
ら
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
本
稿
を
成
す
に
当
た

っ
て
は
熊
本
大
学
の
金
原
理
先
生
の
御

学
恩
を
受
け
ま
し
た
。
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ー

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程
1
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